
新千里東町近隣センター建替え計画に関する 
豊中市と協議会の打合わせメモ 

１．日時：12 月 2 日（日） 10:00－11:00 

２．場所：東丘小学校コミュニティルーム A 

３．出席者：豊中市千里 NT 再生推進課（上野山課長、内田）…敬称略 

 豊中市コミュニティ政策室（山本室長、藤田）、 街角企画（山本一）…敬称略 

 協議会（河野会長、上田副会長、清水千会計、武藤事務局長、清水和、柳原、森岡、山田） 

４．打合せ内容：（新千里東町近隣センターを近隣センターの略称で記載する） 

１）近隣センターの地権者は、大阪府タウン管理財団、豊中市、個店 14 名（阪食含む）。 

豊中市は、公共施設としての新千里東町会館と近隣センター周囲通路等（オープンスペース）

道路の地権者 

府タウン管理財団は、要員住宅と郵便局の地権者 

 

２）近隣センターの建替え計画を推進するため、平成 22 年に「新千里東町近隣センター移転建替

え準備組合」（理事長歳脇氏。任意団体）が設立された。 

 

３）近隣センターの権利者にて、府営新千里東住宅（東町３－３住宅）の建替えに伴う用地の活

用を踏まえて、平成 24 年 11 月 21 日、「新千里東町近隣センター地区市街地再開発準備組合」

（理事長歳脇氏。任意団体。再開発準備組合と称す）の設立総会が開催され、組合が発足した。 

 

４）当組合の趣旨は、設立趣旨書によると次の通り 

近隣センター建替えについて「本市街地再開発事業の更なる事業化に向けて地元合意形成を図

るために、詳細な検討を行うこと」「近隣センターは、千里ニュータウン再生指針（平成 19 年

10 月）において、“徒歩圏における日常の買い物の場だけでなく、福祉や地域交流の場等の地

域のサービス拠点として今後も重要な役割を果たすことが必要”とされています。」 

また、近隣センター建替えの経緯については、「平成 21 年度に、近隣センター活性化に向けた

地権者勉強会を実施し、修繕、現地建替え、移転建替えの３つの方向で検討し、活用用地への

移転建替えの方向を確認しました」「平成 22 年度には、近隣センター移転建替え準備組合を設

立」「移転建替えに関する基本的な考え方として、都市開発法に基づく市街地再開発事業（組

合施行）による移転建替えを推進していくことを、私たちは確認しました」 

５）府営新千里東住宅の建替えは、第Ⅰ工区の工事を終え、第Ⅱ工区工事に入りつつある。趣旨

書記載の活用用地とは、府営新千里東住宅建替えの第Ⅲ工区の工事範囲に入る現近隣センター

の東に隣接した府営新千里東住宅の南側の用地を指している。 

第Ⅲ工区の工事に伴う建替えのための解体は、４～５年先になると想定している。 



市は、府タウン管理財団からオープンスペースの移管を受け、近隣センターの移転建替え計画

に参画する。面積については今後の検討事項。 

解体の 1年前頃に、「新千里東町近隣センター地区市街地再開発組合」（法律上の本組合）を設

立し、建替え工事に入る。建替え工事には 2年間ほどの期間を想定している。 

なお、本組合において、大阪府は権利変換によりフェードアウトの予定、府タウン管理財団の

動向は不明。 

６）東町としての近隣センター建替え計画に対する要望の動き 

H24 年 11 月協議会理事会にて、地域づくり計画策定部会、東丘校区福祉委員会、東町老人クラ

ブ連絡会から要介護高齢者施設の誘致に関する要望が提出され、協議会として豊中市長宛に要

望していくことが承認された。なお、本年４月に設立した東町地域自治協議会の活動拠点など

の関連施設を近隣センター内に要望することも検討されている。 

 

５．豊中市千里 NT 再生推進課に対する要望事項 

①再開発準備組合の定例会などの情報について地元である当協議会との共有のやり方の検討 

②要介護高齢者施設の誘致に関する要望書や東町地域協議会の関連施設の要望などの市へ有効

な上げ方の検討（コミュニティ政策室との連携をお願いします） 

以上 



                            12 月度理事会提案資料 

１．議題  

東町地域活動拠点作り準備委員会設立について 

２．提案者 

地域つくり計画策定部会 

３．提案の主旨 

東町には約 40 の団体が設置され、それらの大半の活動は、東丘小内のコミュニティ

ルーム（CR）や東町会館等をそのつど借用して行われている。 

CRは施錠管理面、東町会館は料金面から誰でも必要なとき使用できるわけではない。 

従って、地域活動に必要な文書の印刷・配送準備などが個人宅で行われることが多い。 

ついては、東町の全ての団体、全ての個人が使用できる地域活動の拠点として、東丘

住宅建替組合活動が終了した跡地に設置したい。 

４．委員会の設置と活動範囲等 

(1)委員候補  

・委員長には若手の層に就任をお願いしてゆく 

・地域づくり計画策定部会の理事 9名の内活動出来る者 

・コミュニティルーム運営委員長 

・広報部会長 

・協議会理事、代議員などの中から委員に応募する者 

・協議会事務局 

(2)活動期間  

・委員会設置について理事会承認次第立ち上げ、2013 年 3 月まで 

(3)活動目的  

・賃借料を含む全収支を試算し、協議会 2013 年度予算計画にまとめる 

(4)活動範囲 

・東町地域活動拠点の利用ニーズの調査 

・拠点としての規模、内外装、什器・設備機器の設置等について検討 

・賃借契約について折衝（家主東新商事から１階部分約 25.65 ㎡を賃借する） 

・諸々の経費と収入を積み上げ、2013 年度協議会予算としてまとめる 

５．地域活動拠点のイメージ 

・基本的には年中無休、いつでも誰かがいて印刷依頼受けその他相談受け 

・広報紙「ひがしおか」の編集室（ネタの収集・編集・印刷・配送準備・配送） 

・協議会など東町の諸団体の文書類の印刷・配送準備・配送 

・諸団体の紙文書・Fax・Mail 等の受信拠点 

・アドプトロード清掃活動の拠点 

・地域活動の一環として全ての団体・個人の交流場所、情報受発信基地 

・将来、印刷・配送の NPO 組織を設立し、ここに事業場を置く 

・2012 年度内についても利用できる目途がつけば仮設置することもある 

                                  以上 







 
東町会館の収容人数の調査結果は次の通りです。 
・・実績 、１２０人を収容 
・・ ＲＣ造の建屋で共同集会場に使用するための構造物で、２階は和室部分３

８．８８平方米、集会室１２７．４４平方米他事務所、トイレ、厨房４７．５

２平方米と共有廊下９７．２０平方米 
・・消防法上の規定はない 
・・建築施工業者などは古い建物のため調査中 
 
① 消防署への問い合わせ結果 
   収容人数の規定なし 
 
② タウン財団への問い合わせ結果 

50 年前のことであり資料なし、既に市に移管済み 
 
③ 豊中市役所土地活用課での調査結果 
  東町会館は府から寄付を受けたもので、建物台帳には、設計書、施行業者、

建物の耐荷重については記載がなし。 
 

台帳によると昭和 41 年 4 月に建築、鉄筋コンクリート造、２階 床面積は２

３４．７４㎡、最大収容人数の記載なし。 
 
④ 消防法の確認結果 

消防法にかかる収容人数の適正管理について 
集会場につきましては、消防法施行令別表第一の一項ロに該当し、消防法施行

規則第一条の三で収容人数が決められます。 
 
その算定方法は、下記に掲げる数を合算して算定されます。 
 
一 従業者の数 
二 客席の部分ごとに次のイからハまでによつて算定した数の合計数 
イ 固定式のいす席を設ける部分については、当該部分にあるいす席の数に対応

する数。この場合において、長いす式のいす席にあつては、当該いす席の正面

幅を〇・四メートルで除して得た数（一未満のはしたの数は切り捨てるものと

する。）とする。 
ロ 立見席を設ける部分については、当該部分の床面積を〇・二平方メートルで



除して得た数 
ハ その他の部分については、当該部分の床面積を〇・五平方メートルで除して

得た数 
 
⑤ 参考に、豊中市の公民館施設の集会場は次のとおり 

中央公民館 集会場 定員 180 人、面積 176 ㎡ 
蛍池公民館 集会場 定員 120 人、面積 128 ㎡ 
庄内公民館 集会場 定員 150 人、面積 120 ㎡ 
千里公民館 集会場 定員 200 人、面積 166 ㎡ 
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2013 年度夏祭り計画検討委員会の立ち上げと運営   12 月度理事会   

○１０月理事会において、委員会の設置と小澤理事を委員として推薦すること

が承認された。 

○2013 年度夏祭り計画検討委員会の活動は、2012 年度夏祭りの反省事項を踏

まえて、計画案を検討し、理事会に答申するまでを担当し、年度末をもって

終了する予定である。 

そして、次年度に入ってから新たに夏祭り実行委員会を設置する予定してい

る。 

○11 月 1日号「ひがしおか」にて委員を公募し、１０月理事会で推薦のあった

寺村理事には応募いただいた。残念ながら他に応募はなかった。 

○役員・事務局打ち合わせでは、前々から、これまでの夏祭りの運営に経験と

実績のある方及び自治会系の方に委員として参加いただくことが必要と話し

合ってきたことから、以下の方々にも、いずれも公募に応じる形で参加いた

だけるようお願したい。 

  安井、新居、井上、福岡 

○このほか、以下の役員・事務局メンバーも公募に応じる。 

  河野昭、上田、清水千、武藤、森岡、栁原、山田 

◎また、夏祭りは協議会活動の中で特に重要な事業であるため、できるだけ多

くの自治会関係者に計画検討に加わっていただくことが望ましい。ぜひとも、

各自治会・管理組合系の理事または代議員にも委員として参画していただき

たい。 

○第 1 回 2013 年度夏祭り計画検討委員会を 12 月 16 日（日）ラウンドテーブ

ル終了次第開催し、委員長の互選と第 2 回目以降の日程調整を行いたい。 

 



               （試案） 
                           平成 24 年 11 月  日 
豊中市長 
 浅利 敬一郎 様                            
                                            

                          新千里東町地域自治協議会 
                             会長 河野 昭一  
 

 新千里東町に要介護高齢者施設の誘致に関する要望について 

 
 平素は、私ども新千里東町の地域自治の振興のため格別のご支援とご配慮をいただき

厚くお礼を申し上げます。 
 
 新千里東町の高齢化は豊中市の他の地域よりも格段に進んでいることは統計が示す

通りであります。24 年 4 月 1 日の住民基本台帳によると豊中市全体の高齢化率（65 歳

以上の人口に占める割合）は 22.4％に対し、新千里東町は 30.8％と極めて高く、さら

に団塊の世代の高齢者入りも予想され、今後この率はより上昇の傾向にあると思われま

す。 
 
 しかるに、新千里東町には手軽に利用できる要介護高齢者施設は皆無の状態にありま

す。  （添付資料の 5 頁を参照） 
 
東町は、開発当初から戸建て住宅が無く、すべて第 1 種中高層住居専用地域（千里中

央の商業地域や近隣センター、医療センターを除く）に指定されているところから、こ

れらの施設用地の確保が困難であったことは事実でありますが、今後、東町近隣センタ

ーの移転建替えや、東町ＵＲ都市機構の建替えの時期が近いうちにやってくると思われ

ます。 
 
 このような情勢のもと、私ども地域自治協議会といたしまして、この機会に東町に住

む高齢者が手軽に利用できる要介護高齢者施設（特別養護老人ホーム＜地域密着型を含む

＞、ショートステイ、デイケア、デイサービスなど）の誘致を是非実現いたしたく願望

いたしております。 
 
つきまして、豊中市におかれましては関係機関への働きかけを行って頂くなど格段の

ご支援、ご配慮をいただきますよう強く要望を致します。 
 
 
＜添付資料＞ 
新千里東町地域自治協議会 作成資料 
「豊中市の老人福祉施設の現状と東町への要介護高齢者施設誘致について」 
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